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令和 2年度（2020 年度）第 2 回公立大学法人熊本県立大学理事会
議 事 録

日時：令和 2年（2020 年）10 月 21 日（水）午後 2時 30 分～午後 2時 35 分

場所：熊本県立大学 本部棟 2階大会議室

出席：

＜理事＞ 理事長 白石 隆

副理事長（学長） 半藤 英明

       理事（事務局長） 斉藤 浩幸

    理事（副学長）  堤 裕昭

    理事       本松 賢

＜監事＞ 監事           河喜多 保典

              本田 悟士

＜事務局＞手島事務局次長、三隅教務入試課長、西嶋学生支援課長、丸山総務課長、

松永企画調整室長、脇地域連携政策センター事務長、安達学術情報メディア

センター事務長、宮本国際教育交流センター事務長、松本監査室長心得、髙

山総務課総務班長、井総務課財務班長、松本企画調整室参事

１ 開会（進行：事務局次長）

２ 理事長あいさつ

３ 議題（議長：白石理事長）

（1）審議事項

①令和 2年度 10 月補正予算（案）について

事務局から、資料 1に基づき、令和 2年度 10月補正予算（案）について説明があっ

た。今回は約 2,300 万円余の増額補正であり、収入予算補正の内訳は、新型コロナウ

イルス感染拡大防止と安全な授業の実施に向けた施設改修、被災地域復興・再生支援

事業等実施に伴う目的積立金取崩の 2,400 万円余の増と、新型コロナウイルスの影響

による国際教育関係事業の中止による運営費交付金 133 万円の減となること、支出予

算補正の内訳は、新型コロナウイルス感染拡大防止と安全な授業に向けた施設改修費

等として 2,000 万円余の増と被災地域復興・再生支援事業費として 500 万円の増、新

型コロナウイルスの影響による国際教育・国際交流関係事業費が 234 万円余の減とな

ることが説明された。

審議の結果、案のとおり承認された。

②全学教育推進センターの改革（案）について

副学長から、資料 2に基づき、共通教育を取り巻く現状とその課題の説明があり、
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課題解決の方向性として、教育内容やカリキュラム等を主体的に検討する必要がある

こと、専門教育との両輪として全学共通教育を実施すること、基礎・教養教育を担当

する組織の設置が必要であるため、令和 3年 4月に新しい全学共通教育組織を設置す

る旨説明があった。また、新しい全学共通教育組織の役割や全学共通教育見直しの方

針について、読解力・作文力を育成する科目の開設や、入門レベルの情報処理教育に

加えてデータアナリティクス並びにインターネットを利用した情報発信能力を養成す

る科目の開設等について説明があった。

審議の結果、案のとおり承認された。

（2）報告事項

①客員教授の選考について

事務局から、資料 3に基づき、客員教授に 1名の任命を行う予定であり、その候補

者名及び選考理由等の報告があった。

②令和元年度（2019 年度）業務実績評価について

  事務局から、資料 4に基づき、6月に熊本県公立大学法人評価委員会に対し、平成

31 年度（2019 年度）業務実績報告書を提出し、その評価結果について、9月に法人

評価委員会より通知があった旨報告があった。また、業務実績評価書の内容につい

て、全体評価の概要の説明があった。

③学長選考会議委員の選出について

  事務局から、資料 5に基づき、学長選考会議委員について、任期が令和 2年 3月末

で満了したため、各審議機関（経営会議、教育研究会議）から 3名ずつ委員が選出さ

れた旨報告があった。

４ その他

◯ 次回理事会は、令和 2年 12 月 16 日（水）の経営会議終了後に開催する予定。

５ 閉会


